
別記様式第２号（その１）

備　　考

修業 入学 編入学 収容 学位又 開設時期及
年限 定員 定　員 定員 は称号 び開設年次

医療保健学部 年 人 年次 人 　　　　年　　月
[ Faculty of Health 人 　　　第　年次
Care]

看護学科
[ Department of 4 80 340 学士 平成２０年４月
Nursing ] （看護学） 第１年次 群馬県みどり市

３年次 平成２２年４月 笠懸町阿左美
10 第３年次 ６０６番の７

栄養学科
[ Department of 4 60 260 学士 平成２０年４月
Nutrition ] （栄養学） 第１年次

３年次 平成２２年４月
10 第３年次

３年次
計 － 140 20 600 － －

実験・実習 計

医療保健学部看護学科 １５　科目 １２０　科目 １２６　単位

医療保健学部栄養学科 ２８　科目 １２３　科目 １２６　単位

所在地

同一設置者内における 　平成２０年度より、桐生短期大学看護学科（△８０）　募集停止

フリガナ

大　　学　　の　　名　　称

大　学　本　部　の　位　置

新
設
学
部
等
の
概
要

新設学部等の名称

　教育理念に基づき、生命の尊厳と人権を尊重し擁護する倫理観を養うとともに、「幅広い
知識と確かな技術をもつ、対応力に優れた」専門職の育成を目的とする。新　設　学　部　の　目　的

記　　　　　　　　　　入　　　　　　　　　　欄事　　　　　　　　　　　　項

計　　画　　の　　区　　分

フリガナ

設　　　　　　置　　　　　者

大　　学　　の　　目　　的
　また、「人間づくり」という教育的風土の上に、地域社会の保健医療・福祉への貢献及び保
健医療的課題への対応や社会的要請に応えるため、その使命を果たし社会貢献することを
目的とする。

　学校法人　桐丘学園

　ｷﾘｭｳﾀﾞｲｶﾞｸ

　桐生大学    Kiryu University

４５　科目

講義 演習
開設する授業科目の総数

（ 定　員　の　移　行　，

教
育
課
程

名　称　の　変　更 等 ）

新設学部等の名称

２４　科目

　平成２０年度より、桐生短期大学→桐生大学短期大学部（名称変更）

卒業要件単位数

７１　科目

６０　科目

変 　　更　　状　　 況

新設する大学の情報

基　　　　　　　　　本　　　　　　　　　計　　　　　　　　　画

　大学の設置

　ｶﾞｯｺｳﾎｳｼﾞﾝ　ｷﾘｶﾞｵｶｶﾞｸｴﾝ

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

　平成２０年度より、桐生短期大学生活科学科（△６０）　定員減

　群馬県みどり市笠懸町阿左美６０６番の７

　本学は、建学の精神である「社会に出て役立つ人間の育成」をふまえ、学術の中心である
高等教育機関として、広く知識を授けるとともに、深く専門の学芸を教授研究し、知的、道徳
的及び応用的能力を展開させることを目的とする。

　また、保健・医療・栄養を人間総合科学の一分野として捉え、人間の理解を主軸に新時代
や国際社会にも貢献できる人材の育成をめざす。
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兼任
教授 准教授 助教 助手 教員
人 人 人 人 人
１１ ３ ２ ８ ３１
（９） （１） （１） （８） （１１）
８ ２ 1 ５ １７
（６） （1） （１） （５） （８）
１９ ５ ３ １３ ３５
（１５） （２） （２） （１３） （１２）
０ ０ ０ ０ ０
（０） （０） （０） （０） （０）
０ ０ ０ ０ ０
（０） （０） （０） （０） （０）
１９ ５ ３ １３ ３５
（１５） （２） （２） （１３） （１２）

8,648.55　㎡

0　㎡

8,648.55　㎡

0　㎡

8,648.55　㎡

8,648.55　㎡

（8,648.55 ㎡）

0 ㎡

使用保証期間（　　　　　　　　年）

講義室 演習室

その他の施
設2,132.23
㎡（所有
2,132.23㎡、
借用0㎡）

校
　
　
地
　
　
等

運動場用地お
よび校舎敷地
の一部は桐生
大学短期大学
部と共用。共用
する他の学校
等の専用の校
舎敷地は桐生
大学短期大学
部アート・デザ
イン学科の専
用。

校 舎 敷 地

運動場用地

小　　　　計

そ 　の　 他

0 ㎡

使用保証期間（　　　　　　　　年）

人

８

計

（３４）
４５計 １８

（１５）

そ   の  他   の   職   員
（３）

（2６）

（３）
３

校舎の一部
は桐生大学
短期大学部
と共用

教
　
員
　
組
　
織
　
の
　
概
　
要

新
　
設
　
分

学部等の名称
専任教員等
講師

教
員
以
外
の
職
員
の
概
要

職　　　種

技　　　 術　　　職　　　 員

図  書  館  専  門  職 員
（３）

0

３

0

３0
（0）

人 人
事　　　 務　　　職　　　 員

（0）

兼　　任 計
（１５）

（0）
0

（0）

専　　任

（２０） （0） （２０）

合　　　  計

区　　　　分 計
学校等の専用

専　　用
共用する他の

共　　用

8,368.11　㎡

9,670.41　㎡

18,038.52　㎡

3,750.22　㎡

1,665.63　㎡ 18,682.29　㎡

9,670.41　㎡

28,352.70　㎡

0　㎡

1,665.63　㎡

3,750.22　㎡0　㎡

専　　用 共　　用
共用する他の

計
学校等の専用

（ 1,665.63　㎡）（ 6,296.18　㎡）

 1,665.63　㎡

32,102.92　㎡21,788.74　㎡ 1,665.63　㎡

 16,610.36 ㎡

（ 16,610.36 ㎡）

内訳
自己所有 借用

32,102.92 ㎡

大学全体４　室
（補助職員 １ 人）

２　室
（補助職員 1 人）

語学学習施設実験実習室 情報処理学習施設
教室等

２０　室 ６　室 ２９　室

申請学
部全体専　任　教　員　研　究　室

新設学部等の名称

医療保健学部

室　　　　　数

４５　室

医療保健学部　看護学科
（７） （１８）

医療保健学部　栄養学科
（８） （1６）

１０ ２６

１９

人

該当無し （０） （０）

計 （０）
０

０ ０

（０）

既
設
分

２２ 0 ２２

合　　　　計
１８ ４５

０

（３４）

人

３

計
２８ 0 ２８

（３）

（2６）

（0）

（0）

0

千円校地校舎が借用の場合の経常経費の保有状況

校　　　舎
内訳

自己所有 借用

16,610.36 ㎡

6,296.18　㎡
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大学全体

看護学科1,750千円 看護学科1,500千円 看護学科1,500千円
栄養学科1,700千円 栄養学科1,450千円

「大学全
体
での共用
分」
図書
27,000

大学全体
(うち既設
図書館
291㎡，閲
覧座席
100席)

（ 110　〔35〕 ）

視聴覚資料 機械・器具 標本

317

（ 317  ）

点

経費
の見
積り

区　分

教員１人当り研究費等

共　同　研　究　費　等

第２年次
学生１人当り
納付金

317

（ 317  ）（　6,239　）

6,239

（　6,239　）

点

（　800　）

1,000

1,000

（　800　）

点

6,239

計

医療保健学部
　　１１0　〔35〕

（　　　5　〔　０　〕　）

（ 110　〔35〕 ）

　　１１0　〔35〕 　　　　　　5　〔　０　〕

　　　　　　5　〔　０　〕

（　　　5　〔　０　〕　）

附属施設の概要 　該当無し

第６年次

－

第５年次

10,000 千円

14,800 千円

閲覧座席数 収　納　可　能　冊　数

５０，０００190

40,000 千円

350,000 千円

該当無し

開設年度

図書購入費

設備購入費

区分

該当無し

400千円

5,000千円

開設前年度 完成年度

30,000 千円

20,800 千円

学術雑誌

〔うち外国書〕

種

5,000千円

体育館以外のスポーツ施設の概要

電子ジャーナル

〔うち外国書〕

図書

〔うち外国書〕

冊

図書館

　　16,530 〔3,000〕

（11,730〔1,900〕）

　　16,530 〔3,000〕

（11,730〔1,900〕）

図
書
・
設
備

新設学部等の名称

体育館

経費の
見積り
及び維
持方法
の概要

学生納付金以外の維持方法の概要

面積

１，344　㎡

開設年度

 400千円

面積

１，２７５　㎡

完成年度

－
看護学科1,500千円

第１年次 第３年次 第４年次

　私立大学等経常経費補助金，資産運用収入，雑収入　等

図書費に
は電子
ジャーナ
ル・デー
タベース
の整備費
（運用コス
ト含む）を
含む。

栄養学科1,450千円 栄養学科1,450千円
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

４ 2 ○
１・２・３・４ 2 ○ 1
１・２・３・４ 2 ○ 1
１・２・３・４ 2 ○ 1
１・２・３・４ 2 ○ 1

4 2 ○

２・３・４ 2 ○
１・２・３・４ 1 ○

２・３・４ 1 ○

４ 2 ○
１・２・３・４ 2 ○ 1
１・２・３・４ 2 ○
１・２・３・４ 2 ○
１・２・３・４ 2 ○

４ 2 ○

４ 2 ○

２・３・４ 2 ○

　コミュニケーション論 １・２・３・４ 1 ○ 1
１・２・３・４ 1 ○ 1
１・２・３・４ 1 ○ 1

　実践英会話 ２・３・４ 1 ○ 1

　医療保健英語 ２・３・４ 1 ○ 1

　英書講読 ３・４ 1 ○

　中国語 １・２・３・４ 1 ○

　スペイン語 １・２・３・４ 1 ○

　ポルトガル語 １・２・３・４ 1 ○

　統計学 １・２・３・４ 1 ○

　情報処理基礎演習 １・２・３・４ 1 ○ 1

　情報処理応用演習 ２・３・４ 1 ○

　文献検索とクリティーク ３・４ 1 ○ 1

－ 4 41 0 4 1 1 0 0 24単位以上履修

　医療保健福祉行政論 １ 2 ○ 1

　地域保健福祉論 ２ 1 ○

　チーム医療論 ３ 1 ○ 2 1

　生命科学 ４ 1 ○

　行動科学 ４ 1 ○

４ 1 ○ 1 8

　人体の構造と機能Ⅰ（運動・消化） １ 2 ○ 1

１ 1 ○ 1

１ 1 ○ 1

　人体の生化学 １ 1 ○

  生命倫理 ２ 1 ○

　疾病の成り立ち １ 1 ○ 1

　感染と防御 １ 1 ○

　臨床検査 １ 1 ○

　栄養学 １ 1 ○

　食品学 ２ 1 ○

　臨床薬理学 １ 1 ○

　臨床心理学（カウンセリング含） ２ 1 ○ 1

１ 1 ○

２ 2 ○

２ 1 ○

　養護概論 ３ 2 ○ 1

　国際文化論

別記様式第２号（その２）

教 育 課 程 等 の 概 要

科目
区分

　哲学・倫理学

授業形態

「人間と社会」から
　８単位以上選択

「人間と環境」から
　８単位以上選択

人

間

と

健

康

　基礎英語Ⅰ(Listening & Reading)

　基礎英語Ⅱ(Speaking & Writing)

人
体
の
し
く
み

専任教員等の配置

　日本国憲法

　家族関係論

　教育原論

「人間と情報・コ
ミュニケーション」
の必修科目４単位
選択科目から４単位
以上選択

　

  選択科目から1単位
　以上選択

小計（学部共通科目） －

　疾病の回復促進Ⅰ(高次機能統御系)

（医療保健学部看護学科）

配当年次

人

間

と

環

境

備考

単位数

　生活とデザイン

　法学

授業科目の名称

人

間

と

社

会

　人間発達学

　人体の構造と機能Ⅲ（腎泌尿・神経・生殖）

　物理学

　生物学

　化学

　疾病の回復促進Ⅱ(代謝機能・臓器制御系)

　疾病の回復促進Ⅲ(環境病態制御系)

　人体の構造と機能Ⅱ（循環・呼吸・免疫・内分泌）

人

間

と

情

報

・

コ

ミ
ュ

ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

　スポーツ科学Ⅰ(レクリエーションとしてのスポーツ)

　スポーツ科学Ⅱ(トレーニングの方法)

　環境論

　地域社会学

　人間工学

  合同臨地実習

専

門

基

礎

科

目

共

通

科

目

医

療

保

健

学

部

共

通

科

目

（

教

養

科

目

）

　心理学
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業形態 専任教員等の配置

配当年次 備考

単位数

授業科目の名称

　疫学と公衆衛生 ２ 2 ○ 1

　保健統計学演習 ２ 1 ○ 1

　社会保障論 ４ 1 ○

　医療関係法規 ４ 2 ○

　国際保健論 ４ 1 ○

－ 25 8 0 7 0 1 0 8 26単位以上選択

１ 1 ○ 2

１ 1 ○ 1

１ 1 ○ 1

２ 1 ○ 　

３ 1 ○

１ 1 ○ 1 1

２ 2 ○ 1 　

１ 1 ○ 1 8

４ 2 ○ 1

１ 2 ○ 1 1 1 1

１ 2 ○ 1 1 1 1

1 1 ○ 2 8

２ 2 ○ 2 8

４ 1 ○ 1

２ 1 ○ 2

２ 2 ○ 　 1

２ 2 ○ 1 1

３ 2 ○ 1 1

３ 2 ○ 1 1

２ 1 ○ 1

２ 2 ○ 1

３ 3 ○ 2 1

２ 2 ○ 1

３ 3 ○ 1 1 　 1

４ 1 ○ 1

２ 1 ○ 1

２ 1 ○ 1

２ 1 ○ 　 1

３ 2 ○ 1 1

２ 1 ○ 1

２ 2 ○ 1

３ 2 ○ 1 1 1

２ 1 ○

２ 2 ○ 1

２ 2 ○ 1 　

３ 1 ○ 1 　

２ 1 ○ 2 　

３ 3 ○ 2 1

３ 2 ○ 2 1

３ 1 ○ 　

３ 1 ○ 1

４ 1 ○ 1

１ 2 ○ 1

２ 2 ○ 　

２ 1 ○ 　

４ 1 ○ 1

４ 1 ○ 1 　

２ 2 ○ 1 　

４ 1 ○ 1 　

４ 1 ○ 1 　

４ 1 ○ 1 　

４ 1 ○

３～４ 3 ○ 6 2 8 1

72 9 0 6 2 8 2 8

－ 97 17 0 9 2 8 2 8

　健康保持増進と障害予防支援

　在宅看護学方法

地

域

・

在

宅

看

護

　産業保健

健

康

問

題

別

看

護

　クリティカルケア論

　高齢期看護学概論

　高齢期看護学方法

　高齢期看護学実習

　精神看護学実習

　成人看護学実習Ⅱ（周手術期看護実習）

　母性看護学方法

　セルフケア論

　終末期看護（緩和ケア）論

　地域看護体制と看護学機能論

　精神看護学概論

　精神看護学方法

　看護管理システム論

　学校保健Ⅱ(学校保健の研究と展望)

　保健チーム看護論

　災害看護論

　異文化コミュニケーション演習

　国際看護論

　看護行政と管理

－

－

　看護学原論Ⅰ(ヒューマンケアの基本)

　小児看護学方法

　ヘルスカウンセリング

　成人看護学方法Ⅱ（周手術期看護方法）

　教育支援技術論

　母子看護学概論

　ヘルスアセスメント

　家族看護論

　感染管理

専

門

科

目

看

護

の

統

合

と

発

展

　看護倫理

　医療安全管理

小計（専門科目）

合計（専門科目）

　卒業研究

健

康

生

活

と

社

会

　基礎看護技術Ⅱ（治療過程支援技術）

　看護過程演習

　看護学原論Ⅱ(看護提供のしくみと活動領域)

　基礎看護学実習Ⅱ（治療過程支援技術）

　人間関係形成論

　早期体験実習

看

護

の

基

本

　対象理解と看護

　基礎看護技術Ⅰ（基本技術）

　基礎看護学実習Ⅰ（日常生活支援技術）

専
門
基
礎
科
目

小計（専門基礎科目）

　地域看護学実習

　母性看護学実習

　小児看護学実習

　小児救急看護論

　在宅看護学実習

　学校保健Ⅰ(学校保健の概要)

　成人看護学概論

  成人看護学方法Ⅰ(慢性疾患・がん看護方法)

　成人看護学実習Ⅰ（慢性疾患・がん看護実習）

　地域・在宅看護学概論

5



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業形態 専任教員等の配置

配当年次 備考

単位数

授業科目の名称

　現代教職論 １ 2 ○ 1

　教育心理学 １ 2 ○ 1

　教育課程論 ２ 2 ○ 1

　教育方法論 ２ 1 ○ 1

　生徒指導論 ２ 2 ○

　道徳教育及び特別活動の研究 ４ 1 ○

　教育相談論 ４ 2 ○ 1

　総合演習 ２ 2 ○ 1

　養護実習 ４ 4 ○ 1

　教育実習事前事後指導 ４ 1 ○ 1

－ 0 0 19 3 0 2 0 0

－ 101 58 19 11 3 10 2 8

卒業単位126単位の修得，うち学部共通科目（教養科目）24単位・専門
基礎科目及び専門科目102単位を修得する。学部共通科目（教養科目）
は3つの分野からそれぞれ8単位ずつの修得を要する。

総計

保健衛生学学位又は称号 学士（看護学）

１５　週

９０　分

１学年の学期区分

－

１時限の授業時間

１学期の授業期間

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

－

学位又は学科の分野

２　期

教
職
科
目

合計（教職科目）
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

４ 2 ○

１・２・３・４ 2 ○

１・２・３・４ 2 ○

１・２・３・４ 2 ○

１・２・３・４ 2 ○

4 2 ○

２・３・４ 2 ○ 1

１・２・３・４ 1 ○

２・３・４ 1 ○

４ 2 ○ 1

１・２・３・４ 2 ○

１・２・３・４ 2 ○

１・２・３・４ 2 ○ 1

１・２・３・４ 2 ○ 1

４ 2 ○

４ 2 ○ 1

２・３・４ 2 ○

　コミュニケーション論 １・２・３・４ 1 ○ 1

１・２・３・４ 1 ○ 1

１・２・３・４ 1 ○ 1

２・３・４ 1 ○ 1

２・３・４ 1 ○

３・４ 1 ○ 1

１・２・３・４ 1 ○

１・２・３・４ 1 ○

１・２・３・４ 1 ○

１・２・３・４ 1 ○ 1

１・２・３・４ 1 ○ 1

２・３・４ 1 ○ 1

３・４ 1 ○ 1

－ 4 41 0 2 1 3 0 0 24単位以上履修

　医療保健福祉行政論 １ 2 ○ 1

　地域保健福祉論 ２ 1 ○ 1

　チーム医療論 ３ 1 ○

　生命科学 ４ 1 ○ 1

　行動科学 ４ 1 ○

４ 1 ○ 　 3

　管理栄養士活動論 １ 2 ○ 1 1

　生物有機化学 １ 2 ○

　医療保健統計学 ２ 2 ○ 1

１ 2 ○ 1

　コーチング ２ 2 ○ 1 1

　公衆衛生学 ２ 2 ○

　健康管理概論 １ 2 ○ 1

１ 2 ○ 1

１ 2 ○ 1

１ 1 ○ 1 1

２ 1 ○ 1 1

１ 2 ○ 1

１ 2 ○ 1

1 1 ○ 1 1 1

２ 1 ○ 1 1 1

２ 2 ○ 1

３ 2 ○ 1

３ 1 ○ 1 1

４ 2 ○ 1

　生化学実験Ⅱ（栄養生化学実験）

　解剖生理学Ⅰ（人体の組成や器官の構造と生理機能）

　解剖生理学Ⅱ（形成機構･恒常性維持機構）

　解剖生理学実験Ⅰ（人体の構造の観察・計測）

　解剖生理学実験Ⅱ(人体の生理の観察・測定)

　生化学Ⅰ（基礎生化学）

学

部

共

通

科

目

（

教

養

科

目

）

人

間

と

情

報

・

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

人

間

と

環

境

　環境論

　スペイン語

　ポルトガル語

　基礎英語Ⅰ(Listening & Reading)

　基礎英語Ⅱ(Speaking & Writing)

　実践英会話

　医療保健英語

疾

病

の

成

り

立

ち

人

体

の

構

造

と

機

能

・

基

礎

科

目

栄

養

学

科

小計（学部共通科目）

専

門

基

礎

科

目 　臨床医学概論

と

健

康

環

境

社

会

・

　人間工学

　人間発達学

　食文化論

  合同臨地実習

共

通

科

目

医

療

保

健

　統計学

　情報処理基礎演習

　物理学

　生物学

　家族関係論

　スポーツ科学Ⅰ(レクリエーションとしてのスポーツ)

　スポーツ科学Ⅱ(トレーニングの方法)

　日本国憲法

　国際文化論

　哲学・倫理学

　心理学

　教育原論

　法学

　生活とデザイン

　地域社会学

　生化学Ⅱ（栄養生化学）

　生化学実験Ⅰ（基礎生化学実験）

　中国語

　情報処理応用演習

　文献検索とクリティーク

配当年次授業科目の名称 備考

単位数 専任教員等の配置授業形態

教 育 課 程 等 の 概 要

科目
区分

「人間と情報・コミュ
ニケーション」の必修
科目４単位
選択科目から４単位以
上選択

　

  選択科目から1単位
　以上選択

　英書講読

（医療保健学部栄養学科）

「人間と社会」から
　８単位以上選択

－

　免疫学（生体防御を含む）

　病理学（感染症を含む）

　病理学実験

「人間と環境」から
　８単位以上選択

　化学

人

間

と

社

会

7



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

配当年次授業科目の名称 備考

単位数 専任教員等の配置授業形態

科目
区分

１ 1 ○ 1 1

１ 2 ○ 1

１ 1 ○ 1

1 1 ○ 1 1

２ 1 ○ 1 1

２ 2 ○

2 1 ○ 1

１ 2 ○ 1

１ 1 ○ 1 1

１ 1 ○ 1 1

－ 49 4 0 5 2 2 1 3 50単位以上選択

１ 2 ○ 1

２ 1 ○ 1 1

２ 2 ○ 1

２ 2 ○ 1

３ 2 ○ 1

３ 1 ○ 1 1

２ 2 ○ 1

２ 2 ○ 1

３ 1 ○ 1 1

３ 1 ○ 1 1

４ 2 ○ 1

２ 2 ○ 1

３ 2 ○ 1

３ 2 ○ 1

３ 1 ○ 1 1

２ 2 ○ 1

３ 1 ○ 1

２ 2 ○ 1 1

３ 1 ○ 1 1

　地域栄養活動論 ３ 1 ○ 1 1

４ 1 ○ 1 1 1

２ 1 ○ 1 1

２ 1 ○ 1

　大量調理論 ２ 1 ○ 1

２ 2 ○ 1

２ 1 ○ 1 1 1

３ 1 ○ 1 1

４ 1 ○ 1 1

３ 1 ○ 1 1 2

４ 2 ○ 1 2

３ 1 ○ 1 1

３ 1 ○ 1

３ 1 ○ 1 2

４ 1 ○ 1 1

４ 1 ○ 1 2
研
究
卒
業 ４ 4 ○ 4 2 6

４ 2 ○

３ 2 ○

２ 1 ○ 1

４ 1 ○ 1

４ 2 ○

　食事介護論 ４ 2 ○ 1

２ 2 ○ 1

３ 2 ○ 1

３ 1 ○ 1 1

２ 2 ○

３ 2 ○

４ 2 ○

－ 45 29 0 5 2 6 1 5

－ 94 33 0 7 2 6 1 5

　臨床栄養学Ⅱ（栄養マネジメント）

　調理学実習Ⅰ（調理の基本技術と理論）

　調理学実習Ⅱ（食品の調理性と調理手法）

　食品学実験Ⅱ（食品学各論実験、食品加工実験を含む）

栄

養

学

基

礎

専

門

科

目

臨

地

実

習

特

別

演

習

臨

床

栄

養

学
公

衆

栄

養

学
管

理

論

給

食

経

営
演

習

総

合

栄

養

教

育

論

応
用
栄
養
学

食

物

と

健

康

専

門

基

礎

科

目

　食品学各論（食品機能論を含む）

　食品加工学

　食品学実験Ⅰ（食品学総論実験）

　フードマーケティング論

　フードコーディネート論

　特別演習Ⅳ（統合とまとめ）

　卒業研究

　薬理学

　栄養教諭論

　食品バイオテクノロジー

　調理科学実験

　調理学実習Ⅲ（世界の料理と調理手法）

　公衆栄養学実習Ⅰ(公衆栄養学学内実習)

　地域栄養アセスメント

　地域栄養活動論実習

　フードスペシャリスト論

　給食計画論　　　　　　

　給食経営管理論　　　　　

　給食経営管理論実習Ⅰ（給食経営管理学内実習）

　学校食育指導論

　健康スポーツ栄養学

　公衆栄養学

　臨床栄養学Ⅰ（栄養アセスメント・栄養ケア）

　臨床栄養学実習Ⅰ(臨床栄養学学内実習)

　ライフステージ栄養学Ⅰ（母性・乳幼児・学童）

　栄養療法論

　栄養療法論実習

　臨床栄養学Ⅲ（臨床栄養活動論）

　ライフステージ栄養学実習

　栄養教育論実習Ⅱ（集団栄養教育）

　ニュートリションコーチング

選

択

科

目

　管理栄養士給食演習Ⅰ（臨地実習事前事後指導）

　管理栄養士給食演習Ⅱ（管理栄養士としての総合的能力の養成）

　特別演習Ⅱ（履修済科目の復習・強化）

　特別演習Ⅲ（専門分野の応用力養成）

　給食経営管理論実習Ⅱ（学校・事業所）

　臨床栄養学実習Ⅱ（病院等，給食の運営を含む）

　公衆栄養学実習Ⅱ（保健所・保健センター等）

　特別演習Ⅰ（専門基礎科目の定着）

　クックチルシステム概論演習

　基礎栄養学実験

　食品衛生学

　食品衛生学実験

　調理科学

　食品学総論

　基礎栄養学

　栄養教育論Ⅰ（栄養士活動の歴史とその実際）

　栄養教育論Ⅱ（予防医学と栄養教育の理論と技術）

　栄養教育論実習Ⅰ（個人を対象にした栄養教育）

　ライフステージ栄養学Ⅱ（思春期・成人期・高齢期）

　応用栄養学

小計（専門基礎科目） －

－小計（専門科目）

合計（専門科目） －
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配当年次授業科目の名称 備考

単位数 専任教員等の配置授業形態

科目
区分

現代教職論 １ 2 ○

教育心理学 １ 2 ○

教育課程論 ２ 2 ○

教育方法論 ２ 1 ○

生徒指導論 ２ 2 ○

道徳教育及び特別活動の研究 ４ 1 ○

教育相談論 ４ 2 ○

総合演習 ２ 2 ○ 1

栄養教育実習 ４ 1 ○ 1

教育実習事前事後指導 ４ 1 ○ 1

－ 0 0 16 0 0 2 0 0

－ 98 74 16 8 2 8 1 5

家政学

総計

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

－

学位又は学科の分野学士（栄養学）

卒業単位126単位の修得，うち学部共通科目（教養科目）24単位・専門基礎科
目及び専門科目102単位を修得する。学部共通科目（教養科目）は3つの分野か
らそれぞれ8単位ずつの修得を要する。

２　期

１５　週

９０　分

１学年の学期区分

１時限の授業時間

１学期の授業期間

教
職
科
目

－合計（教職科目）

学位又は称号
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